
令和７年度のテーマについて 
 

・ワークショップスペースの利活用 

 ①９・10 階の利用者を増やすことは、県民のボランタリー活動の「復興」につながると

思います。９・10 階での市民活動が活発になるような方策を考えたい。 

 ②団体の活動をかながわ県民活動サポートセンターの利用者に広く知ってもらいたいの

で、活動の説明会を行う時間を設けて、利用者に告知して欲しいです。 

 ③県内の大学ボランティア活動センター等に９階 10 階のボランティアサロンの活用を呼

びかける。 

・市民活動フェア出展 

④県内の大学のボランティア活動センター等に市民活動フェアに出展を呼び掛けてはい

かがでしょう。 

⑤「かながわ市民活動フェア」の集客のため、PR 活動に力を入れる。県のたよりへの掲

載。SNS 活用（Facebook、LINE、X、YouTube 等） 

・今後に向けたサポートセンター協議会のあり方検討 

⑥協議会発足 20 年を経て、利用者の自主的な活動を促進するための今後の協議会のあり

方について検討する。 

 

【資料１】 


